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Society 5.0
＝超スマート社会

サイバー空間と
フィジカル(現実)
空間が高度に融合
した人間中心社会

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/society5_0.pdf一般社団法人日本経済団体連合会の資料を基に作成
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IoT＋AIの時代
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電通大が提唱するデータと機能を連携させるプラットフォーム

センサデータ・機能の地球
規模でのネットワーク連携

機械知(AI)・人間知との協
働による新方式発見

安定性等を保証・監視し
社会に埋め込む

先端物性・ネットワーク研究

先端AI・ビッグデータ研究 先端制御・セキュリティ研究

スーパーサステナブル
プラットフォーム

(SSPF)構想

2017-2020;JST
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電通大が自ら実現する超スマート社会
＝超スマート大学

スーパーサステナブル
プラットフォーム

(SSPF)構想ＡＩとＩｏＴにより認知症高齢者問題を
多面的に解決する東京アプローチの確立

（東京都事業）

BPSD予測・予防により介護負担を軽減する
認知症対応型AI・IoTサービスの開発と実装

（総務省AMED事業）

本学のスマート大学の象徴ともなう
施設整備の文科省認可

(東33/34号館、東36/37号館)

採択/認可済み

ヒト、モノ、環境などのデータから
新しい知を生み出す取り組み
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電通大が自ら実現する超スマート社会 ＝東京アプローチの例
AIとIoTを用いて認知症の発症・進行プロセスの解明、認知機能障害者への支援策やBPSD防止支
援策を導くことで、認知症高齢者自身のQOLの向上、家族・介護者の負担軽減を図る。

東京BPSDシステム
病院

施設

家庭

エッジ&
センサー

インターネット

検証&フィードバック

対処データベース
ヒト情報、環境情報

介護記録 BPSD予測AI

医学的検証

Observatory

ケアの提示
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電通大が推進する学内の(超)スマート化

教育・研究・事務のデジタル化

With/コロナ、After/コロナを想定した
在宅勤務など新しいワークスタイル

ペーパーレス、帳票レス、押印レス
などの事務のデジタル化

学内のICTインフラの刷新
(2022年度)

学内ワークプレース環境のクラウド化
(2022年度)

教員・学生・事務の垣根を超え、お互いのエンゲージメントを
活性化させるデジタルコミュニケーション



Ambient Intelligence Agora
付属図書館内にアンビエント情報環境を取り入れた

アクティブラーニング空間



超スマート大学のモデルとしての電通大、そしてAIA

アクティブラーニング

知識・情報・データ 環境マネージメント

プロアクティブな実践的AI教育

デジタルプラットフォーム インテリジェントキャンパス

スマート大学



超スマート大学のモデルとしての電通大、そしてAIA

アクティブラーニング

知識・情報・データ 環境マネージメント

プロアクティブな実践的AI教育

デジタルプラットフォーム インテリジェントキャンパス

スマート大学

2050年カーボンニュートラル(CN)
実現に資する研究

2050年問題(6人に1人が高齢者)
に備える教育・研究活動

AIAを実験モデルとし社会課題解決に資する教育・研究
を推進する電気通信大学の活動をご覧ください

コロナなどパンデミックに
備えた研究開発


